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構造改革特別区域計画 

 
 
１  構造改革特別区域計画の作成主体の名称 
  浜田市 
 
 
２  構造改革特別区域の名称 
 ふるさと弥栄どぶろく特区 
 
 
３  構造改革特別区域の範囲 
浜田市の区域の一部（旧弥栄村） 

 
 
４  構造改革特別区域の特性 
（１）地勢 

本区域（旧弥栄村）は島根県西部中央の中国山地に位置し、南は旧金城町を経て広

島県に隣接し、北は周布川を挟んで旧浜田市と接しています。総面積は１０５.５ｋ㎡

で、そのうち約８６％の９１.２３ｋ㎡が森林面積で占める山村で、日本海に注ぐ三隅

川沿いを中心に標高１００～５００ｍの間に農地や２７の集落が散在しています。古

くから良質米の産地として、また、山林資源を活用した木炭や木材、椎茸の生産など、

自然と共生した産業により生活が営まれてきました。 
 
（２）気候 

気候は裏日本型であり、平成９年から１３年までの年平均気温は１２.６℃で、年平

均降水量は２,１４１ｍｍと全国的に見れば多雨地域になります。積雪は平野部に比べ

て多いものの、近年は地球温暖化の影響等により比較的少なくなっています。 
 
（３）沿革 

歴史的には、藩制時代は浜田藩及び津和野藩に属し、明治２２年の町村制施行で高

城、長安、杵束の３村が誕生し、以後何度かの曲折を経て昭和３１年に弥栄村となり

ました。その後、平成１７年１０月１日に旧浜田市と旧那賀郡４町村が合併して浜田

市が発足し、今日に至っています。この間、特記すべきことは、昭和１８年から２０

年の石見大水害、昭和３８年の豪雪、昭和４７年の豪雨、昭和５８年の集中豪雨など

の度重なる大災害の発生であり、これら再三の自然災害が村の経済・生活基盤づくり

に大きく影響を及ぼしました。 

 
（４）人口 

本区域（旧弥栄村）の人口の推移は、大正９年では４,８０７人、昭和２５年には５,

０９６人、昭和の大合併直後の昭和３５年には５,２８８人となりピークに達しました。

その後、日本経済の高度成長期に伴う出稼ぎ等による人口の流出が始まり、昭和３５、
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３６年の水力発電ダム２ヵ所の建設を境として人口の減少が著しくなり、さらに昭和

３８年の豪雪がへき地の挙家離村を拡大して都市部への流出が雪崩的に進行し、昭和

４５年には２,８５３人と１０年間で一挙にピーク時の約半数に激減しました。その後、

国や県の財政支援等によって、交通網や施設などの生活基盤の整備や定住対策が功を

奏し、昭和５０年まで２桁の減少率であったものが、それ以降の昭和５５年から平成

１２年の５年ごとの減少率は１桁に留まっておりますが、平成１２年の国勢調査によ

る人口統計では１，７８９人と１,８００人を割り込んでいます。 

人口の減少が続く中で、現在も継続して若者の定住に向けて各種施策に取り組んで

いますが、若者が志向する都市的利便性や魅力ある就労の場が少なく、加えて基幹産

業である農林業の低迷により後継者となる若年層の都市部への流出が続き、少子高齢

化が人口減少に一段と拍車をかけているのが現状です。 

   

（５）産業の動向 
産業別就業人口は、人口減少に伴い昭和３５年から平成１２年の４０年間で就業人

口総数が３１％と大幅な減少するなかで、特に基幹産業である第一次産業は８５％も

減少し、全体の構成比が６９％から３３％に激減したのに対し、第二次産業の構成比

は１８％から２８％に、第三次産業は１３％から３９％に増加しました。第一次産業

中心の産業構造は昭和５５年の５０％を境に長期減少傾向にあります。 
しかし、産業別人口が第二次及び三次産業にシフトしているとはいえ、本区域（旧

弥栄村）内に目立った産業はなく、一方で基幹産業である農林業は高齢化による担い

手不足や競争力の低下により低迷する傾向にあります。 
 
（６）地域づくり 
①行政の動き 

本区域（旧弥栄村）では、冷涼な気候を利用して、米や大豆、トマト、ホウレンソ

ウをはじめとする安全安心でおいしい農産物と、それらを利用した焼き米や味噌、豆

腐、トマトジュースなどの付加価値の高い加工品を生産して、農業の６次産業化（農

業という第１次産業をベースに、農産加工に代表される製造業＝第２次産業と、宿泊

施設やレストラン、農産物直売所の経営といった第３次産業を総合的に展開し、食に

関してのサービス・付加価値を高めることにより、農業・農村を豊かに活力のあるも

のにする取り組み）をはじめとする様々な農業振興施策に取り組んできました。 
昭和５８年には新作物の導入や販路開拓、農業後継者の育成を狙いとした「体験農

園」を開園して、農業振興施策の拠点としました。この農園では、開園から導入した

ホウレンソウや大豆が村の振興作物となったほか、児童生徒の体験学習や農山村体験

交流の場としての利用が進み、交流事業において現在のふるさと体験村の基盤を作る

など、一定の成果を残しました。 

昭和６１年には「村づくり元年」の宣言を行い、自然と山里を背景にした「都市と

の交流・田舎の暮らし体験」による村づくりの拠点として、第３セクターの「ふるさ

と体験村」整備計画が開始し、翌６２年には先に策定した「コンベンションビレッジ

弥栄計画（食文化を通した体験交流事業による村おこし計画）」の実施を経た後、「き

んさいむら おいしいむら やさか構想」がふるさと体験村の施設整備とともに開始し

ました。 
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ふるさと体験村の年間入り込み客数は、平成１６年実績で約 20,000人であり、昭和
６２年の開業後１８年を経過し、平成１１年の約 27,000人をピークに下降線をたどっ
ています。イベント企画や顧客満足の向上によりこれら傾向の改善に努めていますが、

弥栄らしいおもてなしや体験型メニュー、魅力ある特産品が不足し、宿泊や滞在型の

観光客に乏しいことが大きな課題となっています。 

平成３年からは若者定住対策事業が開始し、現在７０世帯余、２５０人余の I ター

ン者が本区域（旧弥栄村）を第二のふるさととして生活しています。平成７年には中

四国初のミニサッカー場フットサル競技場が完成し、以後多くの若者やスポーツ少年

団等により、スポーツを通した地域間交流の場として利用されています。 

平成１４年には、旧弥栄村の振興計画で農業振興の柱に位置付けられている「おい

しい食べ物づくり」を目指して農産加工場を整備し、地域資源を活用することにより

農業と加工生産を融合した「おいしい食べ物づくり」の拠点とし動き出しています。

また、本区域（旧弥栄村）が独自に実施している農林業研修制度により、農林業の後

継者として村内で自立定着する若者も多く、次代を担う地域づくりの主役として期待

されています。 

このように本区域（旧弥栄村）では、第一次産業である農林業を柱とした農業振興

と農村都市交流による様々な地域づくりが展開されています。 

②地域住民の動き 

昭和６０年から、次代を担う地元有志の学習集団「青年セミナー」を中心に、イベ

ントや講演会活動が展開され、全国に多くのネットワークを作り上げてきました。平

成元年には島根県のまちづくり大賞を受賞し、続いて平成５年には全国まちづくり奨

励賞を受賞するなどしてその活動が内外に評価されました。この活動の余波は地域の

住民を巻き込み、村芝居の復活やＮＰＯの誕生、環境活動における交流などにより地

域づくりに大きく貢献しています。これらの活動を通じて訪れた人達がＩターンし、

民宿を営み農業者となって村に根付き、自分の夢をかなえています。 

「(有)やさか共同農場」の味噌づくりは３５年前から始まり、全国的に話題にのぼ

る弥栄ブランドとなっています。また、平成４年から売り出された地酒「弥栄むら」

は地元の米と水を使った銘酒で、平成７年からは「やさか仙人」に銘柄を変え、全国

に数多くのファンを持つまでのブランドに成長しました。京都帯のメーカー「渡文(株)

弥栄工場」では、京都の本社にない特許を持ち、西陣織製部門の２人が経済産業大臣

認定伝統工芸士となって、訪れるお客などに機織り体験を行っています。また、カブ

トムシやクワガタをインターネットで販売する「やさかカブトクワガタワールド」の

ように、都市部でビジネス経験を積んだ後にＵターンし、町の資源に目をつけ起業す

るという、自分の特技を活かし自立している若者も少なくありません。 

住民のまちづくりは、地元に視点を置きつつも、ふるさと弥栄の良さを村内外にア

ピールしながら少しずつ本区域（旧弥栄村）のファンを増やしているといえます。地

域を想う住民は、人口が少なくても心の過疎にならないよう、人々との交流を図りな

がら自分の感性を研ぎ澄まして地域づくりに取り組んでいます。 

 
 
５  構造改革特別区域計画の意義 

旧弥栄村新総合計画では、「他にない個性的な事業戦略プロジェクト」を中心的な施策
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として掲げ、住民が自信と誇りを持って本区域（旧弥栄村）で暮らせるまちづくりを進

めてきました。現在、この計画に基づき、「おいしい食べ物づくり」と「交流」をキーワ

ードに、農産加工場による農業の６次産業化政策や市営住宅の整備等による定住化促進

政策、ふるさと体験村やＮＰＯによる様々な都市との交流活動など、人と自然と文化と

いう貴重な地域資源を活用しながら官民一体となった取り組みを展開しており、農業振

興や交流人口・定住人口の拡大に大きく寄与しています。 
 一方、バブル崩壊以降の社会全体の沈滞や自治体の財政難等により地方の社会経済は

疲弊し、少子高齢化がこれに拍車をかけるという状況のなか、農村地域の活性化や経済

的効果の発揮に困難をきたしており、農村を取り巻く状況も大きく様変わりしています。 
 このような状況においても、生活者のニーズやライフスタイルの変化に対応して、本

当に求められる「田舎らしさ」を育て提供することが、本村の都市農村交流における地

域づくりの課題と捉えています。 
農家をはじめとする住民は、地域の豊かな自然や景観、食文化、郷土芸能、風習など

の農村文化を守りながら生活しています。そのような中、濁酒特区により、農家が新規

に起業して農家民宿や農家レストランを開業し、自ら作った米で観光客に濁酒を供して

本物の農村生活体験を提供します。心温まるおもてなしにより、本区域（旧弥栄村）を

訪れる旅行者と農家等の新たな交流が生まれることが、農村住民の生き甲斐づくりと農

業所得の向上につながります。これらの取り組みは、従来の農業振興政策に、濁酒特区

による酒米づくりと濁酒の製造を加えることで、本区域（旧弥栄村）が目指す他にない

食の魅力づくりとしての「おいしい食べ物づくり」に大きく寄与するものであり、さら

には、本区域（旧弥栄村）の個性と話題性が地域住民の活力につながるものと考えます。 
また、観光における近年の消費者ニーズは「物見遊山型観光」から体験・参加・学習

等の「テーマ型・滞在型観光」へと移行していることから、濁酒特区により農家民宿の

起業を促進し、まつりや石見神楽等のイベント及びふるさと体験村との相乗効果もあわ

せて、「どぶろくの里やさか」として弥栄独自の取り組みを展開する中で、今後大きく増

加が予想される滞在型観光客のニーズに応えることで、「交流」を中心とした観光振興を

充実させることができます。 
このように、他にない農村の魅力として、人情味あふれる地域のひとを中心に、郷土

料理などの食文化、四季を通じた豊かな自然、石見神楽を始めとする伝統芸能と歴史文

化などの様々な地域資源を再構築することで、都市と農村との交流を深める「やさかツ

ーリズム」を推進します。自分たちの地域は自分たちで創りあげていくという、自助と

自立の精神により、行政と民間が一体となって「どぶろくの里やさか」づくりに取り組

み内外にアピールすることにより、交流人口が飛躍的に拡大して地域が活性化されます。 
これらの取り組みにより、過疎化・少子高齢化が進み、また、市町村合併により周辺

部となっても、地域住民が郷土に大きな自信と誇りを持って暮らすことが実現できるこ

とにおいて、濁酒特区の重要な意義があると考えます。 
 
 
６  構造改革特別区域計画の目標 

（１）交流人口と宿泊人口の確保 

現在、観光目的の宿泊施設はふるさと体験村のみであり、本区域（旧弥栄村）には

他に旅館事業者が３件あります。 



 5

ここ数年交流人口が下降線をたどる中、交流人口と宿泊人口の拡大を目的に、濁酒

特区により行政と農家民宿事業者、ふるさと体験村、ＮＰＯ、その他の関連団体が連

携して「どぶろくの里やさか」づくりを展開します。農家民宿等の事業者を拡大し、

地元の食材を活用した地産地消による郷土料理と濁酒を提供するとともに、本物の農

村生活を体験してもらう機会を設けて観光客との交流を深めます。また、行政の支援

により観光客の窓口機能を整備し、イベントの企画・運営や濁酒の販路の確保、観光

客の組織化等に取り組みます。 
これらの取り組みにより、新たに濁酒を介して本物の田舎暮らしを体験していただ

き、官民一体となって本区域（旧弥栄村）全体をアピールする中で交流人口と宿泊人

口の拡大に努めます。 
 
（２）農業後継者（新規参入、若年就農、定年帰農）の確保 

本区域（旧弥栄村）の基幹産業である農業は、山間地の不利な条件であるうえに、

近年においては農産物自由化や制度改革の波が押し寄せ、農家の高齢化と担い手不足

もあいまって、ますます厳しい状況となっています。 
 このような中、今まで受け継いできた農村文化を守りながら、事業者や関係者の経

験と知恵を発揮できる生き甲斐づくりの場として、また、農村地域の資源を活用して

地域振興につなげるための切り札として濁酒特区を位置付けます。また、濁酒特区に

より経済的波及効果が高まり、農業への新規参入や若年就農、ひいては定年帰農に結

び付くよう、滞在型観光と農業振興及び定住政策を一体化した取り組みに努めます。 
 
 （３）新規起業による就労の場の確保 

 本区域（旧弥栄村）には就労の場が少ないため若年層を中心とした労働力人口は都

市部へ流出し、産業基盤が脆弱になり雇用が創出できず、さらに労働力人口が流出す

るという悪循環が地域の活力を奪っています。 
 濁酒特区では、農家が今ある地域資源や生活基盤を利用しての事業参入が可能なた

め、比較的リスクを抑えて起業できるというメリットがあります。また、農家民宿や

農家レストランによる自家製濁酒の製造とどまらず、開業によって付加される味噌や

漬物など独自の関連加工品の製造・販売等を複合的に展開することにより、１次産業

から３次産業全般への波及効果が増大し、幅広い新規起業及び新規就農と関連する所

得の向上を図ります。 
 
 
７  構造改革特別区域計画の実施が構造改革特別区域に及ぼす経済的社会的効果 
（１）期待される相乗効果と波及効果 
構造改革特区計画を実施することで濁酒の自家醸造による提供が可能となり、弥栄

の地酒「やさか仙人」に加え、集客力の高い新たな地元特産品の誕生により、新規に

観光客を誘引することが可能となります。また、田舎本来の温かさやふるさとの良さ

を再発見することでリピーター客が増加することが予想され、旅館や民宿を中心とし

た地域の活性化が期待できます。さらには、特区事業へ新規参入する若年就農者や定

年帰農者らによる米の生産拡大や消費拡大も期待できます。 

来訪者は本区域（旧弥栄村）を「第二のふるさと」と感じ、地域住民は「おもてな
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しの心」を学ぶとともに、地元の地域資源を再発見するきっかけとなります。また、

高齢者は自ら持っている知恵や技術を提供する場所を得て生き甲斐を感じ、地域全体

に元気の輪が拡がります。元気な人がいる地域には情報を発信する力が備わり、多く

の人々を魅了して何度も足を運ばせる中で、地域の応援団から定住者となります。定

住者の多くは人材と情報そして知恵を持ち込むことで、その地域の知名度が口コミに

より高まることが期待されます。 

濁酒は濁酒に終わらず、地域のメッセンジャーとして観光客を呼び込み、味付けに

よっては地域を丸ごと取り込んだ妙薬に変わって地域住民の自信とやる気につながり、

自助と自立の精神により地域の中に、「自分たちでも、やればできる」という地域づく

りに対する新たな気運が醸成されます。 

 

（２）期待される経済的社会的効果 
○観光客の増加 
・地域の魅力が向上することで交流人口の増加が期待される。      

項  目   １４年度   １６年度 ２２年度目標 

宿泊客数 ３，１７８人 ２，２６７人 ３，５００人

入り込み客数 ２１，６５９人 ２０，０５５人 ３０，０００人

資料：ふるさと体験村データ（１４・１６年度） 

 
○新規起業 
 ・農家民宿や農家レストラン、自家製による濁酒製造など新たな起業が期待される。 

項  目 １７年度 １８年度 ２２年度目標 

農家民宿等の開業件数 ４件 ４件 ７件 

自家製による濁酒製造件数 ０件 １件 ３件 

 
○農家所得の向上 
 ・観光客等の増加により販路拡大や地元で生産される農産物の消費拡大が期待される。 

項  目 １４年度 １５年度 ２２年度目標 

農業産出額 ３９０百万円 ３６０百万円 ４００百万円 

農家１戸当たりの所得   ４２５千円   ４３９千円   ４４０千円 

資料：島根県農林水産統計 

 

○定住人口の増加 
 ・地域の魅力が演出できることで、新規就農者を含めた定住人口の増が期待される。 

項  目 １３年～１６度 １７年～２２年度目標 

定住人口（ＵＩターン） ７２人 １２０人 

うち新規就農者数 １７人 ３０人 

資料：弥栄村住民基本台帳、弥栄村地域農業マスタープラン 
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８  特定事業の名称 

７０７ 特定農業者による濁酒の製造事業 

 
 
９  構造改革特別区域において実施し又はその実施を促進しようとする特定事業に関連

する事業その他の構造改革特別区域計画の実施に関し地方公共団体が必要と認める事項 
（１）「やさかツーリズム」の推進 

本区域（旧弥栄村）の豊かな自然環境や地域資源を活かした都市と農村交流の拡大を

目的とする「やさかツーリズム」を構築するため、弥栄ツーリズム大学（ふるさと体

験村を拠点に、豊かな自然環境や地域資源を活かし、市内外から講師やボランティア

を募って組織化して、幅広い視野からグリーンツーリズムの概念や実践方法、技術論

等を学ぶための市民学習講座を開講する）や農村ワーキングホリデー（協力農家を登

録し、県内外の大学生や広島市圏域の市民などをターゲットにした農業体験や民泊の

斡旋を行い、都市と農村の交流を推進する）などをＮＰＯや旅行業者等と連携しなが

ら、弥栄の魅力を演出するための仕掛けづくりを推進します。 

また、ふるさと案内人事業として、弥栄案内ガイド、炭焼き体験指導、そば打ち指導、

西陣織指導、有機栽培指導、カブトムシ飼育指導、トレッキングガイド、ウォーキン

グツアーガイド、森林インストラクター、地酒と郷土料理を楽しむ講座などの講師や

指導者を登録し、ふるさと弥栄を丸ごと楽しんでもらえるための組織づくりを進める

ことにより、やさかツーリズム推進のための受け皿を担う人材を組織化します。 

 

（２）特区内で開催されるイベントのタイアップとどぶろく祭りの推進 

特区内で開催されるイベントはもとより、地域の伝統芸能である石見神楽や秋祭りに

合わせて、祭事に共催する形で「どぶろく祭り」を催し、訪れた方々と交流を図りな

がら濁酒でもてなすことにより、本区域（旧弥栄村）のファンの獲得と交流人口の拡

大に努めます。 

 

（３）事業主体支援の推進 

特定事業推進のため、市役所産業経済部商工観光課及び商工会や酒米生産者連絡協

議会、食生活改善推進協議会などの関係各機関と連携して「ふるさと弥栄どぶろく特

区推進協議会」を設立し、①安定した経営②イベントへの参加②情報発信③酒と食（郷

土料理）の研究④全国の濁酒特区推進自治体とのネットワーク等の仕組みを体系的に

構築して、事業推進のための体制づくりを進めます。 

また、島根県や財団法人ふるさと島根定住財団、農業委員会、地元自治会、ＮＰＯ

等とも連携して、総合的に事業主体の支援を推進します。 

このほか、事業主体間の情報交換や交流等を目的に特定事業研究会を発足させ、新

規開業に向けた勉強会や経営管理、集客方法、接客応対、田舎体験やおもてなしのメ

ニューづくりなどの勉強会を開催し、農家民宿及び農家レストラン経営の開業・運営

ノウハウを構築して共有を図ります。 
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（別紙） 
 
１  特定事業の名称 
    ７０７  特定農業者による濁酒の製造事業 
 
２  当該規制の特例措置の適用を受けようとする者 
    特区内において、酒類を自己の営業場において飲用に供する業（旅館、民宿、料

理飲食店など）を併せて営む農業者で、自ら生産した米を原料として濁酒を製造し

ようとする者 
 
３  当該規制の特例措置の適用の開始の日 

  本構造改革特別区域計画の認定を受けた日 
 
４  特定事業の内容 

本区域（旧弥栄村）の既存の地域資源と濁酒を活用した都市と農村との交流を促進

し、農村地域の活性化を図るために、「ふるさと弥栄どぶろく特区」内で酒類を自己

の営業場において飲用に供する業を併せ営む農業者が、当該特区内に所在する自己の

酒類の製造場において自ら生産した米を原料として濁酒を製造して提供します｡ 

農家民宿や農家レストランでの交流はもとより、特区内で開催されるイベントや秋

祭り、石見神楽等に合わせて「どぶろく祭り」を催し、訪れた観光客との交流を深め

ます。年間を通して地域の様々な風情や文化を活かして農村生活を演出し、豊かな自

然や人情厚い人々とのふれあいにより交流人口の飛躍的な拡大を実現するとともに、

農業所得の向上と新規就農を含めた雇用の場の確保につなげます。 

この場合において、本事業の実施主体が、当該特区内に所在する自己の酒類の製造

場において濁酒を製造するため濁酒の製造免許を申請した場合には、酒税法第７条第

２項（最低製造数量基準（年間６ｋｌ））の特例措置を講じます。 

 
５  当該規制の特例措置の内容 

当該規制の特例措置により、農家民宿や農家レストランを併せ営む農業者が、自ら

生産した米を原料として濁酒を製造する場合において、製造免許に係る最低製造数量

基準を適用しないものとなり、酒類製造免許を受けることが可能となります。 

農家等の事業者が観光客をもてなすうえで、濁酒を提供することが可能になること

により、地域特性を活かした交流に大きな魅力を加えることとなり、交流人口の拡大

と農家所得の向上が期待されます。また、濁酒製造への取り組みは、小規模ながらも

新たな起業と捉えることができ、農村地域に根ざした自発的な取り組みの広がりによ

る地域の活性化を図るためにも、当該特区の適用が不可欠です。 

なお、濁酒の製造免許を受けた者は、酒税法の規定に基づき、酒税額等の申告、酒

税及び酒類の製造、移出等に関する記帳等を行う必要があります。 


